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いま、輝く地域

心が動く場所「中名田」

住
民
主
体
の
む
ら
づ
く
り

　

市
南
部
の
山
間
に
位
置
し
、
清

流
・
田
村
川
が
流
れ
る
中
名
田
地

区
。
人
口
が
、５
月
31
日
現
在
で
、

１
０
４
１
人
ま
で
減
少
。
高
齢
化

率
も
41
％
と
市
内
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
進
む
過
疎
化
に
危
機

感
を
募
ら
せ
た
地
区
で
は
、
早
く

か
ら
住
民
主
導
に
よ
る
先
進
的
な

地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
、
各
種
団
体
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
の
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
若
手
ま
で
が
参
加
す
る
「
田

村
の
ゆ
め
づ
く
り
協
議
会
」
を
設

立
。
中
名
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
隊
の
組
織
、
防

災
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
は
、平
成
27
年
度
の
総
務

省「
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
形
成
支
援
事
業
」に
も
採
択
さ

れ
、活
性
化
の
取
り
組
み
が
さ
ら

に
加
速
。「
自
分
た
ち
の
む
ら
は
自

分
た
ち
で
作
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
中
名
田
の
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
は

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
、

地
域
・
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
組
織
で
す
。
住
民

が
、
自
ら
住
む
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
考
え
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
祭
礼
行
事
の
継
続
・
復
活
や

環
境
の
保
全
、
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
、
住
民
に
と
っ
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
モ
デ
ル
地
区  

※
平
成
27
年
〜
】

小
浜
、
内
外
海
、
遠
敷
、
今
富
、

中
名
田
、
宮
川
（
平
成
28
年
〜
）

地域課題の解決
まちづくりの推進

市地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

区長会

消防団

PTA

老人クラブ

体育協会

各種団体

協働・連携

※イメージ図

協
議
会
は
中
名
田
を
つ
な
ぐ

　

田
村
の
ゆ
め
づ
く
り
協
議
会
代

表
の
坂
下
さ
ん
。こ
れ
ま
で
区
長

会
長
や
協
議
会
前
身
の『
田
村
の

ゆ
め
づ
く
り
委
員
会
』会
長
を
歴

任
。
現
在
の
協
議
会
を
、「
地
域

の
調
整
役
」と
、表
現
し
ま
す
。

　
「
地
域
で
は
多
く
の
団
体
が
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
を

つ
な
ぐ
組
織
が
で
き
る
と
、
よ
り

一
体
と
な
っ
た
む
ら
づ
く
り
が

可
能
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
中
名
田
で
は
以
前
か
ら
、

〝
や
れ
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

や
る
〟
と
い
う
気
持
ち
で
、
む

ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
」
と
、
話
す
坂
下
さ
ん
。

協
議
会
発
足
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
幅
広
い
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

将
来
を
見
据
え
、
若
手
を
協

議
会
の
要
職
に
抜
て
き
。
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
場
に
も
し

て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
発
案
し

あ
え
る
組
織
で
あ
り
た
い
で
す

ね
。
自
分
の
考
え
が
認
め
ら
れ

る
と
う
れ
し
い
し
、
額
に
汗
し

て
実
現
し
た
こ
と
に
は
、
誇
り

を
持
っ
て
胸
を
張
れ
ま
す
」

行
事
へ
の
参
加
率
は
増
加

　

坂
下
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い

る
の
は
、「
ま
ず
自
分
た
ち
が
む

ら
づ
く
り
を
楽
し
む
こ
と
」。
そ

の
輪
を
広
げ
て
、
地
域
全
体
に

波
及
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
地
区
の
少
子
高
齢
化
は
確
か

に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
率
は
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
、「
住
み
良
い
長
寿
の
む
ら
」

へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
将
来
帰
っ
て

来
た
い
と
思
い
、
地
区
外
の
人

が
住
み
た
い
と
感
じ
る
よ
う
な
、

人
と
人
が
交
流
し
、
元
気
な
中

名
田
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

People

かがやく人

田村のゆめづくり
協議会の代表に
インタビュー

　　　口減少、少子高齢化、住民交流の希薄
　　　化、祭礼行事の担い手不足…。いま、
地方はさまざまな課題に直面しています。
　市では、これまで以上に、多くの住民がま
ちづくりに参画する仕組みづくりの一環とし
て、「地域協働型まちづくり事業」を進めて
います。昨年度からの５地区（小浜・内外海・
遠敷・今富・中名田）に加えて、本年度は宮
川地区がまちづくり協議会を立ち上げ、地域
課題の解決に取り組んでいます。
　中でも、特に注目されているのが、中名田
地区の「田村のゆめづくり協議会」の活動。
その地域活性化への取り組みを取材しました。

■問い合わせ　市民協働課☎内線 372

人

田村のゆめづくり協議会 代表

坂
さ か し た

下 憲
け ん じ

治 さん（55 歳・上田）

協議会には幅広い団体、世代が参加している
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一
人
一
人
が
意
識
を
持
っ
て

　

中
名
田
地
区
の
田
村
の
ゆ
め

づ
く
り
協
議
会
、
坂
下
代
表
の

「
額
に
汗
し
て
実
現
し
た
こ
と

に
は
誇
り
が
持
て
る
」
と
い
う

言
葉
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
ら
行
動
し
て
み

る
。
そ
う
し
て
得
た
結
果
を
通

し
て
、新
た
な「
気
付
き
」や「
出

会
い
」
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、
活
力
あ
る
地
域
を

作
り
上
げ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
住
民
一
人
一

人
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
を

持
ち
、
何
ら
か
の
形
で
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

田
村
の
ゆ
め
づ
く
り
協
議
会

　

田
村
の
ゆ
め
づ
く
り
協
議

会
は
、
平
成
27
年
３
月
24
日

に
設
立
。
地
域
住
民
に
よ
る

自
立
的
な
む
ら
づ
く
り
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
組

織
に
は
、
中
名
田
地
区
で
活

動
す
る
団
体
・
住
民
が
参
画
。

「
産
業
振
興
」「
生
活
環
境
」「
地

域
交
流
」「
防
災
安
全
」
の
４

つ
の
部
会
で
各
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

市民協働課
課長 四

よ も

方 宏
ひ ろ か ず

和

中名田を元気にする　　　　つの柱4

中
名
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
へ

　

中
名
田
で
は
、
平
成
25
年
か

ら
、
地
酒
「
田
村
の
め
ぐ
み
」

の
製
造
に
着
手
。休
耕
田
で
作
っ

た
酒
米
（
写
真
）
や
、
地
域
を
流

れ
る
田
村
川
上
流
の
滝
「
亀
が

淵
」
の
水
を
使
っ
た
オ
ー
ル
中

名
田
産
の
日
本
酒
に
、
市
内
外

か
ら
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
産
食
材
に
よ
る
伝
統
料

理「
田
村
も
の
」の
売
り
込
み
や
、

若
狭
和
紙
や
茅か

や

を
活
用
し
た
体

験
ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
、「
地
域

に
今
あ
る
も
の
」
を
磨
く
、
ブ

ラ
ン
ド
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
継
承
と
創
造

　

地
域
交
流
部
会
で
は
、
各
団

体
と
連
携
し
て
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
や
健
康
ウ
オ
ー
ク
、ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
講
座
な
ど
、
地
域
住

民
の
交
流
事
業
を
企
画
・
運
営
。

　

昨
年
は
、
伝
統
行
事
「
松
上

げ
」
を
次
世
代
に
継
承
し
よ
う

と
、
３
集
落
５
カ
所
に
子
ど
も

用
の
た
い
ま
つ
を
新
設
。
中
名

田
の
マ
ー
ク
を
入
れ
た
「
あ
ん

ど
ん
」（
写
真
）
を
、
松
上
げ
当

日
に
道
々
に
設
置
し
て
盛
り
上

げ
る
な
ど
、
世
代
間
交
流
の
場

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
な
む
ら
づ
く
り

　

平
成
25
年
の
台
風
18
号
の
体

験
を
も
と
に
、
市
内
初
と
な
る

地
区
単
位
で
の
自
主
防
災
会
を

発
足
。
地
域
の
人
で
互
い
に
助

け
合
う
「
近
助
・
共
助
」
を
合
言

葉
に
、
防
災
体
制
づ
く
り
や
備
品

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

拠
点
施
設
へ
の
自
家
発
電
機

や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
除
雪
機
の

整
備
（
写
真
）、
集
落
ご
と
の
防

災
マ
ッ
プ
の
各
戸
配
布
、
防
災

組
織
の
強
化
な
ど
、
要
配
慮
者

に
も
対
応
し
た
、
防
災
・
避
難
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
で
地
域
に
活
力

　

協
議
会
で
は
、
生
活
環
境
部

会
を
中
心
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
隊
」
を
組
織
し
、
地
域
の
清
掃

や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
。
小
学

校
の
草
む
し
り
（
写
真
）
に
は
、

１
５
０
人
が
参
加
す
る
な
ど
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
か
ら
は
、
地
区
唯

一
の
医
療
機
関
か
ら
無
料
で
利

用
で
き
る
車
「
な
か
な
た
ス
マ

イ
ル
カ
ー
」
の
運
行
を
開
始
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
20
人
が
交
代

で
運
転
し
、
高
齢
者
の
足
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

生活環境部会

部会長 片
かたおか

岡 直
なおかず

和 さん
（46 歳・上田）

地域交流部会

部会長 村
むらかみ

上 市
いちはる

治 さん
（56 歳・深谷）

産
産業振興部会

部会長 東
あずま

 清
きよとし

俊 さん
（56 歳・下田）

地

生

できることは
自分たちでやる！
中名田は「共に動く」
で、「共動」！

結集し、まとまる力
こそが、「中名田魂」。
むらづくりをいかに
楽しむかが大事！

防災安全部会

部会長 芝
しば

 和
かずしげ

繁 さん
（45 歳・和多田）

安

自分で守れない方々
をみんなで守る！
「共助の心」が通い合
う地域を目指したい

特産品を増やして、
中名田のおいしい
ものを、たくさん
の人に広めたい！

【特集】

心が動く場所「中名田」

産業振興

民生委員・消防団・防犯隊・体育協会・老人クラブ・婦人会
産物組合・青壮年部・PTA・保育会・子ども会など地区団体

地域住民

地域交流 生活環境 防災安全

田村のゆめづくり協議会

参加

参画・協力

※組織図


